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西
暦

和
暦

①
水
・
自
然
・
環
境

②
自
然
災
害
／
水
関
連
の
事
件
・
事
故

１９９５

平
成７

３
月　
水
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
優
れ
た
成
果
を
上
げ
て
い
る
１
０
７
地
域
を
、「
水
の
郷
百

選
」
と
し
て
国
土
交
通
省
が
認
定

５
月　
長
良
川
河
口
堰
の
本
格
運
用
開
始
。
治
水
や
環
境
影
響
を
巡
り
大
き
な
論
争
に

８
月　
東
京
で
真
夏
日
連
続
37
日
。
１
０
１
年
ぶ
り

１
月　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
観
測
史
上
初
の
Ｍ
７
・
３
の
直
下
型
地
震
が
発
生
。
戦
後
最
大
の

惨
事
。
関
連
死
を
含
め
６
４
３
４
人
の
命
を
奪
っ
た
。
そ
の
一
方
で
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
活
躍

１９９６

８

５
月
～
６
月　
埼
玉
県
越
生
町
で
水
道
起
因
に
よ
る
原
虫
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
に
よ
る
集
団

感
染
症
が
発
生
。
全
町
の
71
・
４
％
、
８
８
１
２
人
が
罹
患
。
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム

が
耐
塩
素
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
水
道
界
に
衝
撃
を
与
え
た

７
月　
大
阪
府
堺
市
で
Ｏ
１
５
７
に
よ
る
食
中
毒
発
生
。
３
人
死
亡
。
推
定
患
者
数
は
９
５
２
３
人

１９９７

９

３
月　
第
１
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
モ
ロ
ッ
コ
（
マ
ラ
ケ
シ
ュ
）
で
開
催

４
月　
諫
早
湾
干
拓
事
業
で
潮
受
堤
防
閉
鎖
。
有
明
海
全
体
に
及
ぶ
環
境
保
全
上
の
争
点
に

５
月　
改
正
河
川
法
成
立
。
河
川
管
理
の
自
的
と
し
て
、「
治
水
」「
利
水
」
に
加
え
、「
河
川
環
境

の
整
備
と
保
全
」
を
加
え
、
地
域
の
意
見
を
聴
い
て
河
川
整
備
計
画
を
導
入
す
る
こ
と
に

１
月　
島
根
県
沖
の
日
本
海
で
ロ
シ
ア
船
籍
「
ナ
ホ
ト
カ
号
」
に
よ
る
重
油
流
出
事
故
が
発
生
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
う
ち
５
人
が
過
労
で
亡
く
な
り
、
ま
た
日
本
海
産
の
海
産
物
に
対
す
る

風
評
被
害
な
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
た

７
月　
梅
雨
前
線
が
日
本
付
近
に
停
滞
し
、
九
州
か
ら
東
北
に
か
け
て
大
雨
。
鹿
児
島
県
出
水
市

で
大
規
模
な
土
石
流
が
発
生
し
21
人
が
死
亡

１９９８

10

８
月　
矢
作
川
河
口
堰
事
業
が
「
矢
作
川
河
口
堰
建
設
事
業
審
議
委
員
会
」
に
お
い
て
休
止
の
答

申
（
２
０
０
０
年
11
月
に
事
業
中
止
）

８
月　
台
風
４
号
に
よ
っ
て
栃
木
県
北
部
か
ら
福
島
県
に
か
け
て
記
録
的
な
大
雨
。
死
者
・
行
方

不
明
者
22
人

９
月　
台
風
第
８
号
、
第
７
号
が
２
日
連
続
で
近
畿
地
方
に
上
陸
。
死
者
・
行
方
不
明
者
19
人

１９９９

11

１
月　
藤
前
干
潟
の
埋
め
立
て
を
名
古
屋
市
が
断
念
（
藤
前
干
潟
は
２
０
０
２
年
に
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
）

６
月　
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
を
発
掘
。
池
の
な
か
に
は
噴
水
施
設
や
中
島
が
築
か
れ
、
水
位
を
調

節
す
る
た
め
の
木
樋
や
水
路
が
つ
い
た
流
水
施
設

６
月　
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
と
な
り
、
西
日
本
か
ら
北
日
本
に
か
け
て
断
続
的
に
大
雨
。
福

岡
市
で
地
下
街
に
浸
水
害
、
広
島
県
で
土
砂
災
害
。
死
者
31
人
、
行
方
不
明
者
１
人
。

８
月　
神
奈
川
県
山
北
町
の
玄
倉
川
で
、
大
雨
に
伴
う
上
流
の
ダ
ム
放
流
に
よ
り
増
水
、
キ
ャ
ン

プ
客
が
中
州
で
孤
立
。
13
人
が
死
亡

９
月　
台
風
18
号
が
熊
本
県
に
上
陸
し
、
顕
著
な
高
潮
被
害
。
南
西
諸
島
・
九
州
・
中
国
地
方
で

猛
烈
な
風
、
中
部
地
方
で
大
雨
、
愛
知
県
で
竜
巻
発
生
。
死
者
31
人

２０００

12

３
月　
第
２
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
オ
ラ
ン
ダ
（
ハ
ー
グ
）
で
開
催

８
月　
中
海
干
拓
事
業
中
止
を
決
定
（
２
０
０
２
年
に
は
淡
水
化
の
中
止
も
決
定
）

９
月　
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
を
も
と
に
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
が
ま
と
め

ら
れ
た
。「
２
０
１
５
年
ま
で
に
、
安
全
な
飲
料
水
を
利
用
で
き
な
い
人
々
、
適
切
な
衛
生

施
設
を
継
続
的
に
利
用
で
き
な
い
人
々
の
割
合
を
半
減
す
る
」
な
ど
目
標
設
定
＂

３
月　
北
海
道
の
有
珠
山
が
23
年
ぶ
り
に
噴
火
。
噴
火
の
２
日
前
に
周
辺
住
民
１
万
２
０
０
０
人

は
緊
急
火
山
情
報
と
避
難
指
示
に
よ
っ
て
全
員
避
難
し
て
い
た
た
め
無
事

７
月　
三
宅
島
の
雄
山
が
噴
火
。
９
月
に
東
京
都
が
全
島
避
難
を
決
定
。
４
０
０
０
人
余
の
島
民

は
島
外
で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
２
月
１
日
に
避

難
指
示
が
解
除

９
月　
愛
知
県
名
古
屋
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
（
中
京
地
区
）
で
豪
雨
災
害
（
東
海
豪
雨
）。
死
者

10
人
、
負
傷
者
１
１
５
人

２００１

13

２
月　
田
中
康
夫
長
野
県
知
事
が
ダ
ム
建
設
中
止
を
表
明
（
脱
ダ
ム
宣
言
）

９
月　
堂
本
知
事
が
「
三
番
瀬
１
０
１
ha
の
埋
め
立
て
は
行
な
わ
な
い
」
と
明
言
。
計
画
は
白
紙

撤
回
（
第
二
東
京
湾
岸
道
路
の
計
画
は
残
っ
て
い
る
）

11
月　
第
９
回
世
界
湖
沼
会
議
が
日
本
（
琵
琶
湖
畔
）
で
開
催

12
月　
環
境
省
が
「
日
本
の
重
要
湿
地
５
０
０
」
を
選
定
＂

３
月　
平
成
芸
予
地
震
。
中
国
・
四
国
地
方
で
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
が
起
き
、
土
砂
崩
れ
な
ど

が
発
生
。
死
者
２
人

　
　
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
が
「
ナ
イ
ト
プ
ー
ル
」
の
営
業
を
開
始

２００２
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４
月　
貴
船
神
社
で
降
雨
の
祈
願
神
事
が
約
１
０
０
０
年
ぶ
り
に
執
り
行
な
わ
れ
る

12
月　
宍
道
湖
・
中
海
の
淡
水
化
事
業
が
中
止
に

　
　
　
球
磨
川
の
荒
瀬
ダ
ム
の
撤
去
を
塩
谷
知
事
が
表
明
（
そ
の
後
、
紆
余
曲
折
あ
り
）

７
月　
台
風
６
号
が
房
総
半
島
に
上
陸
。
ま
た
梅
雨
前
線
が
本
州
上
に
停
滞
し
た
た
め
、
中
部
地

方
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
大
雨
。
死
者
６
人
、
行
方
不
明
者
１
人

　
　
　
宮
崎
県
日
向
市
で 

循
環
式
温
泉
入
浴
施
設
を
発
生
源
と
し
た
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
集
団
感
染

が
発
生

２００３
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１
月　
過
去
に
損
な
わ
れ
た
生
態
系
そ
の
他
の
自
然
環
境
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
然

再
生
推
進
法
が
施
行

３
月　
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
日
本
（
京
都
、
滋
賀
、
大
阪
）
で
開
催

６
月　
Ｇ
８
首
脳
会
合
（
エ
ビ
ア
ン
）
で
「
水
に
関
す
る
Ｇ
８
行
動
計
画
」
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
た

10
月　
日
本
産
の
ト
キ
絶
滅
（
新
潟
県
佐
渡
島
）

７
月　
梅
雨
前
線
が
日
本
海
に
停
滞
。
九
州
北
部
で
１
時
間
50
ｍｍ
を
超
え
る
非
常
に
激
し
い
雨
。

死
者
23
人

８
月　
台
風
10
号
が
日
本
列
島
を
縦
断
。
室
戸
岬
で
最
大
瞬
間
風
速
69
・
２
ｍ
／
ｓ
を
記
録
。
死

者
17
人
、
行
方
不
明
者
２
人

　
　
・
長
い
梅
雨
や
冷
夏
に
よ
る
低
温
・
日
照
不
足
な
ど
で
大
凶
作
。
１
９
９
３
年
以
来
と
な
る

10
年
ぶ
り
の
不
作
で
米
価
格
が
高
騰

２００４

16

３
月　
国
連
は
２
０
０
５

－

２
０
１
５
年
を
「『
命
の
た
め
の
水
』
国
際
行
動
の
10
年
」
と
す
る

こ
と
を
決
定

５
月　
特
定
外
来
生
物
被
害
防
止
法
が
成
立

　
　
・
太
平
洋
の
黒
潮
（
日
本
海
流
）
の
大
蛇
行
が
13
年
ぶ
り
に
現
れ
、
漁
業
に
異
変
生
じ
る

７
月　
平
成
16
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
。
死
者
16
人
。
５
日
後
に
は
平
成
16
年
７
月
福
井
豪
雨

が
発
生
し
、
死
者
４
人

10
月　
新
潟
県
中
越
地
震
（
Ｍ
６
・
８
）
発
生
、
死
者
46
人

12
月　
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
（
Ｍ
９
・
０
）
発
生
、
死
者
約
30
万
人

　
　
・
温
泉
偽
装
問
題

２００５
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２
月　
京
都
議
定
書
発
効

６
月　
「
省
エ
ネ
ル
ッ
ク
」
に
代
わ
り
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
が
ス
タ
ー
ト
。
中
央
省
庁
や
地
方
自
治

体
が
軽
装
を
採
用
。
２
０
０
６
年
以
降
は
民
間
企
業
も
導
入

夏　
　
平
成
17
年
の
渇
水
。
春
先
か
ら
四
国
で
は
雨
が
少
な
く
、
早
明
浦
ダ
ム
の
貯
水
量
は
減
少
。

８
月
19
日
午
後
８
時
に
は
早
明
浦
ダ
ム
の
利
水
貯
水
量
ゼ
ロ
を
記
録
。
９
月
６
日
、
台
風

14
号
に
よ
る
大
雨
で
貯
水
率
が
１
０
０
％
に
回
復

３
月　
福
岡
県
北
西
沖
の
玄
界
灘
で
Ｍ
７
・
０
の
地
震
が
発
生
（
福
岡
県
西
方
沖
地
震
）。
死
者

１
人

９
月　
台
風
14
号
と
前
線
の
影
響
に
よ
り
、
九
州
・
四
国
・
中
国
地
方
で
長
時
間
に
わ
た
る
暴
風

雨
、
高
波
。
死
者
28
人
、
行
方
不
明
者
１
人

　
　
・
野
菜
価
格
が
高
騰

２００６
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３
月　
第
４
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
メ
キ
シ
コ
（
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
）
で
開
催

　
　
・
平
成
18
年
豪
雪
。
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
12
月
か
ら
２
０
０
６
年
（
平
成
18
）
３
月
に

か
け
て
発
生
。
除
雪
中
の
事
故
等
に
よ
り
死
者
１
５
２
人

７
月　
平
成
18
年
７
月
豪
雨
。
九
州
の
多
数
の
観
測
地
点
で
、
雨
量
が
観
測
史
上
最
多
を
更
新
。

死
者
は
26
人
、
行
方
不
明
者
は
２
人

11
月　
北
海
道
佐
呂
間
町
竜
巻
災
害
。
９
人
が
死
亡
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
電
柱
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た

２００７

19

４
月　
「
運
河
の
魅
力
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
８
件
認
定
（
貞
山
運
河
、
朝
潮
運
河
、
横
浜

内
港
地
区
、
富
岩
運
河
・
住
友
運
河
、
半
田
運
河
、
咲
洲
キ
ャ
ナ
ル
、
尼
崎
運
河
、
堀
川

運
河
）

12
月　
第
１
回
ア
ジ
ア
・
大
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
が
日
本
（
大
分
県
別
府
市
）
で
開
催

３
月　
石
川
県
輪
島
市
の
沖
で
Ｍ
６
・
９
の
地
震
が
発
生
（
２
０
０
７
年
能
登
半
島
地
震
）。
最

大
震
度
は
６
強

７
月　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
発
生
（
Ｍ
６
・
８
）。
死
者
15
人
。
東
京
電
力
刈
羽
原
発
で
火
災

８
月　
岐
阜
県
多
治
見
市
と
埼
玉
県
熊
谷
市
で
最
高
気
温
40
・
９
℃
。
74
年
ぶ
り
に
記
録
更
新

10
月　
気
象
庁
の
緊
急
地
震
速
報
の
本
格
運
用
始
ま
る

２００８

20

６
月　
環
境
省
が
「
平
成
の
名
水
百
選
」
を
発
表

９
月　
ト
キ
の
野
生
復
帰
に
向
け
て
10
羽
を
佐
渡
で
試
験
放
鳥

　
　
・
神
戸
と
東
京
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
死
者
発
生

５
月　
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
サ
イ
ク
ロ
ン
。
死
者
・
行
方
不
明
者
15
万
人
近
く
に
／
中
国
・
四
川
省
で

大
地
震
。
死
者
６
万
人
超

６
月　
岩
手
県
内
陸
南
部
で
、
最
大
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
（
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
）。
死
者
・
行
方
不
明
者
23
人

２００９
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８
月　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
洞
爺
湖
・
有
珠
山
、
糸
魚
川
、
島
原
半
島
が
選
定

９
月　
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
発
足
。
前
原
誠
司
国
土
交
通
相
、
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
中
止
を
表
明

11
月　
「
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
」
が
東
京
で
初
開
催

　
　
・
国
交
省
が
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援
制
度
を
創
設

７
月　
大
雪
山
系
で
遭
難
事
故
発
生
。
高
齢
者
10
人
死
亡

　
　
　
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、「
平
成
21
年
７
月
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
」
が
発
生
。

死
者
36
人

２０１０

22

２
月　
荒
瀬
ダ
ム
を
２
０
１
２
年
か
ら
撤
去
す
る
こ
と
を
蒲
島
知
事
が
表
明

10
月　
生
物
多
様
性
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
、
名
古
屋
議
定
書
採
択
（
遺
伝
資
源
の
公
平
な
分
配
）

　
　
・
１
１
３
年
間
で
も
っ
と
も
暑
い
夏
。
６
月
～
８
月
の
日
本
の
平
均
気
温
が
１
８
９
８
年
以

降
で
も
っ
と
も
高
く
な
る

１
月　
ハ
イ
チ
で
Ｍ
７
・
０
の
大
地
震
、
死
者
22
万
人
以
上

７
月　
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
で
死
者
17
人
、
行
方
不
明
者
５
人

２０１１
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12
月　
政
府
・
民
主
党
三
役
会
議
で
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
再
開
を
決
定

　
　
・
国
交
省
が
営
業
活
動
を
行
な
う
事
業
者
も
河
川
敷
地
の
利
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
河
川

敷
地
占
用
許
可
準
則
を
改
正

２
月　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
Ｍ
６
・
３
の
地
震
。
死
者
１
８
５
人
の
う
ち
日
本
人
28
人

３
月　
東
日
本
大
震
災
。
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
Ｍ
９
・
０
の
地
震
と
津
波
で
岩
手
、
宮
城
、
福

島
を
中
心
に
未
曽
有
の
被
害

　
　
　
長
野
県
北
部
地
震
が
発
生
。
Ｍ
６
・
７
、
最
大
震
度
６
強
を
観
測
（
栄
村
）

４
月　
東
京
都
三
宅
村
、
２
０
０
０
年
８
月
以
来
、
11
年
ぶ
り
に
全
集
落
居
住
再
開

７
月　
平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
。
１
時
間
に
１
０
０
ｍｍ
前
後
の
猛
烈
な
雨
が
ほ
ぼ
同
じ

場
所
で
降
り
続
い
た

９
月　
台
風
12
号
で
奈
良
県
や
和
歌
山
県
な
ど
で
土
砂
崩
れ
。
全
国
で
死
者
82
人

２０１２
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４
月　
立
山
連
峰
で
日
本
初
の
氷
河
を
認
定

５
月　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
水
循
環
変
動
観
測
衛
星
「
し
ず
く
（
Ｇ
Ｃ
Ｏ

Ｍ

－

Ｗ
１
）」
を
打
ち
上
げ
る

10
月　
地
球
温
暖
化
対
策
税
（
環
境
税
）
導
入

５
月　
関
東
竜
巻
災
害
。
関
東
地
方
で
相
次
い
で
竜
巻
が
発
生
。
特
に
つ
く
ば
市
で
は
国
内
最
大

級
と
見
ら
れ
る
竜
巻
。
３
カ
所
で
死
者
１
人
、
ケ
ガ
人
は
40
人
以
上

７
月　
九
州
北
部
豪
雨
。
死
者
30
人
、
行
方
不
明
者
３
人

12
月　
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
内
で
天
井
板
が
崩
落
、
９
人
死
亡

２０１３
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５
月　
第
２
回
ア
ジ
ア
・
大
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
が
タ
イ
（
チ
ェ
ン
マ
イ
）
で
開
催

８
月　
経
産
省
、
福
島
第
一
原
発
か
ら
汚
染
水
が
１
日
当
た
り
３
０
０
ト
ン
流
出
と
推
計

11
月　
日
本
政
府
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
２
０
０
５
年
度
比
３
・

８
％
減
と
す
る
新
目
標
を
発
表

　
　
　
日
本
政
府
が
２
０
１
８
年
度
を
め
ど
に
米
の
生
産
調
整
（
減
反
）
を
廃
止
す
る
こ
と
を
決

定
。
１
９
７
０
年
か
ら
始
ま
っ
た
減
反
政
策
が
終
了
へ

４
月　
中
国
・
四
川
省
で
Ｍ
７
・
０
の
地
震
が
発
生
（
四
川
地
震
）。
２
０
０
人
以
上
が
死
亡

６
月　
ネ
パ
ー
ル
を
含
む
イ
ン
ド
北
部
で
早
期
に
到
来
し
た
モ
ン
ス
ー
ン
に
よ
る
豪
雨
で
、
洪
水

と
土
砂
災
害
が
発
生
。
死
者
は
６
３
２
０
人

８
月　
高
知
県
四
万
十
市
で
41
℃
と
い
う
国
内
の
観
測
史
上
最
高
気
温
を
記
録
。
埼
玉
県
熊
谷
市

な
ど
の
40
・
９
℃
を
６
年
ぶ
り
に
更
新

９
月　
台
風
18
号
の
豪
雨
に
よ
り
特
に
激
し
い
大
雨
と
な
っ
た
京
都
府
、
滋
賀
県
、
福
井
県
で
は
、

運
用
開
始
以
来
初
と
な
る
「
特
別
警
報
」
が
発
令

10
月　
台
風
26
号
に
よ
り
伊
豆
大
島
で
土
砂
災
害
が
発
生
。
死
者
40
人

２０１４
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６
月　
国
際
自
然
保
護
連
合
に
よ
る
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
絶
滅
危
惧
種
に
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
が
指
定
さ

れ
た
。
ま
た
11
月
に
は
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
も
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
た

　
　
・
新
し
い
水
辺
活
用
の
可
能
性
を
切
り
開
く
官
民
一
体
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ミ
ズ
ベ
リ

ン
グ
」
が
ス
タ
ー
ト
／
国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会
が
歴
史
的
な
灌
漑
施
設
を
「
世
界
か

ん
が
い
施
設
遺
産
」
と
し
て
認
定
・
登
録

４
月　
韓
国
の
客
船
セ
ウ
ォ
ル
号
が
沈
没
し
、
乗
員
・
乗
客
２
９
５
人
死
亡

８
月　
広
島
土
砂
災
害
で
死
者
75
人
。
バ
ッ
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
現
象
に
よ
り
積
乱
雲
が
次
々
と
発

生
、「
線
状
降
水
帯
」
を
形
成
し
、
午
前
１
時
か
ら
３
時
間
で
２
１
７
ｍｍ
の
降
雨
量
を
記
録

９
月　
岐
阜
・
長
野
県
境
の
御
嶽
山
、
７
年
ぶ
り
に
噴
火
。
登
山
客
58
人
が
死
亡

２０１５
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４
月　
第
７
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
韓
国
（
大
邱
）
で
開
催

９
月　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
た
首
脳
会
合
に
お
い
て
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
採
択
さ
れ
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

が
定
め
ら
れ
た

12
月　
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

新
た
な
国
際
的
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
を
採
択

４
月　
ネ
パ
ー
ル
中
部
で
Ｍ
７
・
８
の
地
震
が
発
生
。
死
者
は
約
９
０
０
０
人

５
月　
小
笠
原
諸
島
西
方
沖
の
深
さ
６
８
２
ｋｍ
で
Ｍ
８
・
１
の
地
震
が
発
生
。
日
本
の
深
発
地
震

と
し
て
観
測
史
上
最
大

６
月　
箱
根
山
で
小
規
模
な
噴
火
が
発
生
。
警
戒
レ
ベ
ル
を
３
（
入
山
規
制
）
に
引
き
上
げ

９
月　
関
東
・
東
北
豪
雨
。
台
風
18
号
お
よ
び
台
風
か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
に
向
か
っ
て
南
か
ら

湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、
記
録
的
な
大
雨
に
。
鬼
怒
川
が
決
壊
し
、
住
民
が
孤
立
。
約

４
３
０
０
人
が
救
助
さ
れ
る

２０１６
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６
月　
佐
渡
で
野
生
の
親
同
士
か
ら
生
ま
れ
た
ト
キ
の
ひ
な
が
２
羽
巣
立
っ
た
と
環
境
省
が
発
表
。

42
年
ぶ
り
の
こ
と

11
月　
地
球
温
暖
化
対
策
の
国
際
的
枠
組
み
で
あ
る
パ
リ
協
定
発
効

　
　
・
国
交
省
が
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
の
計
画
作
成
に
民
間
事
業
者
が
参
画
で
き
る
よ
う
に

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援
制
度
を
改
定

４
月　
熊
本
で
Ｍ
６
・
５
の
地
震
が
発
生
。
そ
の
28
時
間
後
に
本
震
と
見
ら
れ
る
Ｍ
７
・
３
の
地

震
が
発
生
。
関
連
死
を
含
め
死
者
２
７
６
人
に
上
る
。
震
度
７
の
揺
れ
が
28
時
間
以
内
に

２
回
発
生
し
た
大
規
模
災
害

８
月　
台
風
10
号
が
岩
手
県
大
船
渡
市
付
近
に
上
陸
。
死
者
・
行
方
不
明
者
29
人
。
岩
泉
町
の
認
知

症
高
齢
者
向
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
入
所
者
９
人
が
死
亡
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た

２０１７
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12
月　
第
３
回 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ヤ
ン
ゴ
ン
）
で
開
催

　
　
　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
気
候
変
動
観
測
衛
星
「
し
き
さ
い
（
Ｇ
Ｃ
Ｏ

Ｍ

－

Ｃ
１
）」
を
打
ち
上
げ
る

３
月　
栃
木
県
那
須
町
の
ス
キ
ー
場
で
雪
崩
が
発
生
し
、
県
内
の
高
校
生
７
人
と
教
師
１
人
が
死
亡

７
月　
九
州
北
部
で
記
録
的
豪
雨
。
福
岡
県
朝
倉
市
、
大
分
県
日
田
市
で
河
川
が
氾
濫
し
、
土
砂

崩
れ
も
発
生
。
死
者
・
行
方
不
明
者
41
人

２０１８
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３
月　
第
８
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ブ
ラ
ジ
ル
（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
）
で
開
催

３
月　
荒
瀬
ダ
ム
の
撤
去
工
事
が
完
了

12
月　
改
正
水
道
法
成
立
。
民
営
化
が
可
能
に

　
　
　
日
本
政
府
、
国
際
捕
鯨
委
員
会
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
か
ら
の
脱
退
を
発
表

７
月　
西
日
本
豪
雨
で
死
者
２
２
４
人
、
行
方
不
明
者
８
人
。
気
象
庁
は
「
平
成
30
年
７
月
豪

雨
」
と
命
名
。
平
成
最
悪
の
豪
雨
被
害
と
な
っ
た

　
　
　
埼
玉
県
熊
谷
市
で
国
内
観
測
史
上
最
高
と
な
る
41
・
１
℃
を
記
録
。
７
月
は
各
地
で
観
測

史
上
も
っ
と
も
暑
い
夏
と
な
っ
た

９
月　
台
風
21
号
が
徳
島
県
に
上
陸
。
関
西
国
際
空
港
で
は
高
潮
で
Ａ
滑
走
路
な
ど
が
冠
水
。
連

絡
橋
に
タ
ン
カ
ー
が
衝
突
し
、
空
港
が
孤
立

９
月　
北
海
道
で
最
大
震
度
７
の
地
震
（
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
）。
死
者
44
人

２０１９

令
和元

７
月　
第
11
回
「
水
道
技
術
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
。
テ
ー
マ
は

「
水
道
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
将
来
―
信
頼
、
持
続
、
そ
し
て
、
ス
マ
ー
ト
―
」。
34
の
国
と
地

域
か
ら
６
４
８
人
（
展
示
会
来
場
者
は
延
べ
約
３
５
０
０
人
）
が
参
加

８
月　
令
和
元
年
８
月
の
前
線
に
伴
う
大
雨
。
九
州
北
部
で
発
生
し
た
集
中
豪
雨

９
月　
台
風
15
号
に
よ
る
強
風
の
影
響
で
千
葉
県
を
中
心
に
最
大
約
93
万
軒
が
停
電

10
月　
台
風
19
号
上
陸
。
東
北
地
方
や
関
東
地
方
を
中
心
に
71
河
川
１
４
０
カ
所
で
堤
防
が
決
壊
。

浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
で
死
者
99
人
、
行
方
不
明
者
３
名

４
月　
新
元
号
を
「
令
和
」
と
発
表

10
月　
消
費
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

　
　
・
40
歳
か
ら
64
歳
の
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
が
61
万
人
い
る
と
い
う
推
計
発
表
。
性
別
は
男

性
77
％
、
年
齢
層
は
40
代
が
38
％

２０２０

２

１
月　
千
葉
県
市
原
市
に
あ
る
約
77
万
４
０
０
０
年
前
～
12
万
９
０
０
０
年
前
の
地
質
時
代
が

「
チ
バ
ニ
ア
ン
（
千
葉
時
代
）」
と
正
式
に
命
名

７
月　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
。
熊
本
県
を
中
心
に
九
州
や
中
部
地
方
な
ど
日
本
各
地
で
集
中
豪
雨

が
発
生
。
死
者
84
人
、
行
方
不
明
者
２
人
。
豪
雨
の
期
間
は
７
月
３
日
か
ら
７
月
31
日

　
　
　
イ
ン
ド
洋
の
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
沖
で
長
鋪
汽
船
（
岡
山
県
笠
岡
市
）
所
有
の
ば
ら
積
み
船

「W
AKASHIO

（
わ
か
し
お
）」
の
座
礁
事
故
が
発
生
。
８
月
６
日
に
燃
料
油
が
流
出
し
は

じ
め
、
約
１
０
０
０
ト
ン
が
海
に
流
出

２０２１

３

３
月　
国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
水
（
Ｗ
Ｓ

Ｄ
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
水
の
価
値
」
を
開
催

４
月　
福
島
第
一
原
発
の
処
理
水
、
海
洋
放
出
を
政
府
が
決
定
。
地
元
の
漁
業
団
体
に
加
え
、
中

国
や
韓
国
な
ど
が
こ
の
計
画
に
反
対

１
月　
７
日
以
降
11
日
に
か
け
て
北
日
本
か
ら
西
日
本
の
日
本
海
側
を
中
心
に
断
続
的
に
強
い
雪

が
降
る
。
新
潟
県
高
田
で
は
９
日
に
24
時
間
降
雪
量
１
０
３
ｃｍ
を
観
測（
観
測
史
上
１
位
）。

福
井
県
や
新
潟
県
で
多
数
の
車
両
の
立
ち
往
生
が
発
生

２
月　
福
島
県
沖
地
震
（
Ｍ
７
・
３
）。
宮
城
県
と
福
島
県
で
最
大
震
度
６
強
を
観
測

７
月　
大
雨
に
よ
っ
て
伊
豆
山
土
砂
災
害
が
発
生
。
死
者
26
人
、
行
方
不
明
者
１
名

　
グ
ラ
フ 

世
帯
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及
率
の
推
移

特集

Ｚ世代の水意識
１
９
９
５
年
（
平
成
７
）
は
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
元
年
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ

こ
か
ら
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
く
の
だ
が
、
こ
の
時
期

以
降
に
生
ま
れ
た
人
口
層
が
「
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｚ
（
Ｚ
世
代
）」
だ
。

Ｚ
世
代
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
身
近
で
、
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ス
を
扱
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
吸
収
す
る
「
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

環
境
問
題
に
関
心
を
も
ち
、
道
徳

意
識
も
高
く
、
堅
実
な
経
済
観
念

を
も
つ
と
い
わ
れ
る
Ｚ
世
代
は

「
水
」
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
―
―
。
旧
世
代
と
は
異
な
る

視
野
や
価
値
観
を
も
つ
と
さ
れ
る

Ｚ
世
代
に
「
水
」
の
切
り
口
か
ら

着
目
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
つ
い

て
模
索
し
た
い
。
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